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英雄の死

ア キ レ ウス とヘ ク トル

丹 下 和 彦

はじめに

『イ リアス』全24歌15,693行 の丁頭 は怒 り 両 ㍑gと い う語 で始 ま っている。 「怒 りを歌え、

女神 よ、 ペ レウスの子アキ レウスの」(第1歌1行)1)と い うのがそれで ある。 開巻丁頭 の、 し

か も行初に置かれた この怒 りとい う語が もつ重みは、決 して些少 のものでは ない。作者 ホメ ロ

スは、 ここにおいて全歌を貫 くテ ーマ 〈怒 り(ア キ レウスの)〉 を一挙に提示 した とみな して

よい のであ る。

〈怒 り〉が なぜ全歌 のテーマ となるのか。 それ は アキ レウスの この怒 りが 〈ゼ ウスの計画

△ご的 β伽 初 〉を 呼び起 し、それ がひい てはバ トロクロスの死を引 き起 し、 アキ レウス の

さらなる怒 りを誘発 し、そ してヘ ク トル の死 と トロイ アの滅亡へ と続 くか らであ る。

詩篇 の題はrイ リアス』 となってい る。イ リアスとは、"イ リオス(ト ロイアの別称)の 歌"

の意であ る。す なわ ちヘ レネの誘拐に始 まって トロイ ア城市 の陥落に終 る トロイ ア戦争を描 く

物語 とい うことであ る。 しか し作者 ホメ ロスはそれを、戦争 の一か ら十 まですべてを、描 くこ

とは しなか った。戦中 の1エ ピン ー ドにす ぎない アガメムノン とアキ レウスの不和軋礫 と、そ

れか ら生 じた アキ レウスの怒 りに焦点を当て ることを もって、それに代えた。

時間 も限定 され てい る。10年 に及ぶ戦 い2)を 最初 か ら順を追 って描 くのではない。10年 目の

最後 の約50日 間 の出来事を描 くに止め る。そ のことも丁頭 の6行 目以下で きっち り触れ られて

い る、 「は じめ ア トレウスの子、民を統べ る王 アガメムノン と勇将アキ レウス とが、仲違 い し

て挟を分つ時 よ り語 り起 して、歌 い給 え よE面 δヵ2iπ ρ⑦τα」(第1歌6～7行)と 。

つ ま り以下 の24歌 で歌われ るのは、戦争 も10年 目に入 った年 のあ る時点、総大将 アガメムノン

とアキ レウスとが仲違いを した時 よ りあ との時間、戦争が終結をみ る直前 の約50日 間 のあいだ

のことなのであ る。
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アキ レウスの怒 りとそれに まつわ る事件 とい う10年 戦争 の中 の1エ ピン ー ドにす ぎぬ ことを

歌 うことが、果 してイ リオスの歌す なわ ち トロイ ア戦争全般を歌 うことに なるのか。作者が壁

頭に掲げた テーマと題 目で示 され るものとは、一見齪齪す る感が しないで もない。 しか し作者

は 〈アキ レウスの怒 り〉 とい う主題を追求 しなが ら、そ の折 々に過去あ るいは未来 の出来事を

想起、予告 などの形で詩篇中に巧みに取 り込む ことに よって、結局は10年 戦争全体を掴む こと

に成功 してい るといえ るのであ る。

このことは、実はすでに ア リス トテ レスが指摘 してい るところで もあ る。 ア リス トテ レスは、

「彼(ホ メ ロス)は 、 トロイ ア戦争 さえ も、それが初め と終 りを もってい るに もかかわ らず、

そ の全 体をそ の まま話 につ くるこ とは試 み なか った」 ゆえに、他 の詩 人 に比 べてむ しろ神技

θεσπξσωgの 詩 人であ るといえ るとしてい る3)。

しか しわた した ちが問題 とす るのは、 こ うした詩作技術 の巧み さでは ない。「イ リオスの歌」

を歌 うときに なぜ 〈アキ レウスの怒 り〉 とい うエ ピン ー ドが選ばれた のか とい う作歌 の本質に

関わ る疑 問で ある4)。 「イ リオス の歌」す なわ ち トロイ ア戦争 を詩 の素材 にす るな ら、 それを

歌 うにふ さわ しい歌い方があ るのでは ないか。 とい って別に戦争 の一か ら十を年代順に歌え と

い うのでは ない。1エ ピン ー ドを もって全体を歌 うと して も、 もっとふ さわ しいエ ピン ー ドが

他にあ るのでは ないか。例えば戦争 の発端 となったヘ レネ誘拐事件 の被害者 メネラオスこそ ア

キ レウスに優 る主人公役を演 じられ るのでは ないか。

しか し作者 ホメ ロスは トロイ ア戦争を歌 うのに メネラオスでは な くアキ レウスを主人公に選

んだ。 アキ レウスの怒 りとい うエ ピン ー ドを選んだ。いや まず アキ レウスの怒 りを歌 うことが

頭にあ って、それを歌いつつ トロイ ア戦争全般を も作品中に歌い込んだ とい うことであ るか も

しれ ない。いずれに して もアキ レウスの怒 りを歌 うことは、作者に とって きわめて意図的 なこ

とであ った と理解 され る。ではそ の意図 とは何であ った のか。

1.ア キ レウ ス、 怒 る

アキレウスの怒 り 両 ㍑gに はo似oμ ξりη なる形容詞が付けられている。 これは 「破壊

的な、有害な」の意味をもつ語である。事実アキ レウスが怒 り、戦場を離脱 したのちギリシア

軍は戦闘において劣勢となり、多大な損害を蒙ることになる。その意味で彼の怒 りは有害であ

った。テクス トにはこうある、「アカイア勢(ギ リシア軍)に 数知れぬ苦難を もたらし、あま

た勇士らの猛き魂を冥府の王に投げ与え、その亡骸は群がる野犬野鳥の啖 うにまかせたかの呪

うべき怒 り」(第1歌2～5行)と 。

これほどまでの怒 りの原因は何か。それはギリシア軍の総大将アガメムノンとの不和軋礫で

ある。軋礫の原因は何か。アガメムノンがアキ レウスの戦場妻であるブリセイスを取 り上げて
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我が物としたからである。なぜそ うしたか。陣中に生 じた悪疫を払 うために自分の戦場妻であ

るクリュセイスをその父親 クリュセスの許へ返さざるを得なくなったがためである。アガメム

ノンとアキ レウスとの間には主従関係はない。それぞれ領地を治める領主としてその地位は対

等である。 しか し遠征軍の総大将を務めるアガメムノンは同類中の最高位者としての権力をも

つ。アキ レウスはアガメムノンの横車に腹を立てながらも、従わざるを得ない。アキ レウスは

言 う、「われらが世にも恥知らずのあなたに随ってきたのはあなたの意に添 うため、つまりは

メネラオスならびにその厚顔無恥、犬にも似たあなたのために、 トロイエ人か ら償い τごμデ

を得るためであった。 しか しあなたはそのことを全 く考えようともせず、気にも留めておられ

ぬ。今 も今とて、わた しの苦労の結晶、アカイアの子 らがわた しに くれた分け前 γξραgを 、

自ら手を下 して奪 うと脅す。〈略〉わたしはもうプティエへ帰る、船団を率いて国許へ引き上

げる方が遥かにましだからな。恥辱を受けながら 左τごμ侭 この地に留まり、あなたのために

せっせと富を貯えてやるつもりはないのだ」(第1歌158～171行)と6)。

これは単に下世話にい う女の取 り合いではない。ブリセイスは単なる"女"で はない。戦士

が戦場で挙げた勲功に見合 うものとして皆から認められ与えられた褒賞 γξραgで ある。そ

れを他人に理不尽に奪われることは己の名誉 τご吻 を稼されることを意味す る。これは戦士

にとって最大の屈辱である。アキ レウスはアガメムノンから大いなる侮辱を受けたことになる。

アキ レウスの怒 りは故なきことではないのである。以後彼は戦場を放棄する。抗議の意志表示

である。

同時に しか しアキ レウスは怒 りにふるえる胸のうちを母親であるテティス女神に打ち明け、

屈辱を晴らす手段をゼウス大神に計ってもらえるよう周旋を依頼する(393行 以下)。 テティス

女神は不欄な息子の願いを聴き容れ、ゼウス大神にこれを取 り次 ぐ。ゼウスはこれを肯 う。壁

頭で触れられていた 〈ゼウスの計画〉が、やや遅れてではあるが(第8歌)実 施されるに至 り、

ギリシア軍の苦難が始まる。これは、アキ レウスが戦場を離脱するといかにギリシア軍の力が

落ちるか、アキ レウスの力の偉大さを証明することになる。

テティス女神が息子アキ レウスの現状を不欄に思 う大きな原因の一つは、彼の人生が短 く限

定されたものとわかっているか らである。彼女は言 う、「命数短 く、長 くも生 きられぬお前の

ことゆえ、せめて悲 しみも悩みもなしに、船の陣屋に留まっていられたらよかったのに。それ

が今 となっては、短命であるばか りか、だれよ りも惨めな身の上 となってしまった」(第1歌

415～18行)と 。命数が限られている上に名誉を得る場 も閉ざされたとなっては、戦士 として

不欄である。まずはその存在の重さを周知せ しめて名誉挽回を計らねばならない。それがギリ

シア軍の劣勢 とい う、ゼウスの計画に外ならない7)。そのあとに再び戦場に出て名誉をあげる

途が用意されるが、いまはそれはさてお く。

己の死が決 して遠い未来のことでないことは、アキ レウス自身も知 っている。「母上 よ、た
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とえ命短 きわた しとはいえ、あ なたがわた しの母であ るか らには、高天に雷を鳴 ら しオ リュン

ボスに住 まい ます ゼウスに して も、せめて名誉 な りとわた しに保証 して下 さって然 るべ きであ

ったで しょうに」(第1歌352～54行)な る言葉を、わた した ちは 目にす るか らであ る。 また の

ちにバ トロクロスの死を経て再び戦場に戻 ることを決心 した折、愛馬 クサン トスが真近かに迫

っている死 を予言す る条が あるが、そ のときもその予 言を受けて彼 アキ レウスは言 う、「クサ

ントスよ、 ど うしてわた しの死を予言 した りす る。要 らざることだ。わた しが父母か ら離れた

この地で果て る運命であ ることは、 自分で よ く承知 してい る」(第19歌420～22行)と 。 この、

近 々に迫 る死を宿命 と して受け容れた ところに英雄 アキ レウスの原点があ る。死 と抱 き合せで

彼は生 き、行動す る。それは必然的に英雄 と して の生、生命 と引 き換えに名誉 のみを追い求め

る生に ならざるを得 ない。

さて アキ レウスのこの激 しい怒 りは、 アガメムノン か らの償い の品をた っぷ り添えた和解 の

申 し出を受 けて も終息 しない(第9歌)。 アガ メムノン はアキ レウス不在に よって蒙 った戦場

で の損害にた ま りかね、老雄 ネス トル の忠告を容れて和解 のため の使者 ポイ ニ クス、大 アイ ア

ス、 オデ ュッセウスを アキ レウスの幕舎へ差 し向け る。 しか しアキ レウスは この申 し出をにべ

もな く拒絶 す る。名誉 の しるし γξραgで あ る ブ リセイ スを奪われ た ことへ の怒 りは生半 可

のこ とでは鎮 まらない のである。彼 は言 う、「しか し、彼奴 が この手か ら、手柄 の しるしであ

るもの γξραgを 奪 い、かつわ た しを欺いたか らには、今更わ た しの気持を試そ うとして も

無駄 なことだ、 こちらには何 もか も判 ってい る、彼奴にわた しを言い くるめ ることなどで きる

はずが ない」(第9歌344～45行)、 また 「彼 の くれ る とい う贈物 な ど真平 だ、〈略〉腹が煮えか

え るほ どの非道を犯 した罪 の償いをせぬ限 り、 アガメムノン はわた しの気持を納得 させ るわけ

にはゆ くまい」(第9歌386～87行)と 。拒絶 されて帰 って きた使者 の一人 オデ ュッセウスも以

下 のご とく報告す る、「アガメムノン よ、彼には怒 りz6λ 侭 を消す気はな く、む しろい よい

よ猛 り狂 って、あ なた の申 し出も贈物 も拒んでい る」(第9歌677～79行)と 。

しか しこの激 しい怒 りも終息す るときが くる。いや厳密には終息では ない。一旦停止 の状態

であ る。バ トロクロス戦死 の報が もた らされた ときであ る。

2.ア キ レウス、 また また怒 る

第18歌 冒頭で アキ レウスは親友 バ トロクロス戦死 の報 せを受け る。 「悲 しみの黒雲 彪 ε侭

りεφξλη μξλαごりα」(第18歌22行)が その身を覆 う。今や彼 の心を 占め る ものは怒 りでは な

くて悲 しみ πξりθ侭 であ る。バ トロクロスを失 った悲 しみは、 アガメムノン に対す るこれ ま

で の怒 りを も凌駕す る。激 しく嘆 き悲 しむ息子 アキ レウスの姿を見かねて海 よ り姿を現わ した

母 テテ ィスに向かい、 アキ レウスは こ う言 う、 「アガメムノン はわた しを怒 らせ たので したが、
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それらのことも、今はやむなく胸の心を鎮めて、辛 くはあるが、もう済んだことといた しまし

ょう。さてか くなる上は、最愛の友を討った仇、ヘクトルを求めて出陣いたします」(第18歌

lll～15行)と 。 自らに死の運命が待ち うけていることは承知の上である。 この決意は母親テ

ティスにだけ打ち明けられたものであるが、ギリシアの軍勢全員を前に した場(第19歌)で も

同じ決意を披渥する、「だが既に起 ってしまったことは、辛いことではあるが済んだこととし、

今はやむを得ぬ事情であるから胸中の気持を抑えて忘れるとしよう。さればわた しは今ここで

怒 りを収めることにする、そ もそもわた しがいつまでも腹を立てていてはならぬのだ」(第19

歌65～68行)と8)。 この悲しみは怒 りと裏腹である。親友を殺 した敵将ヘクトルへの復讐心が

それである。この新たな怒 りが古い怒 り、アガメムノンに対するあの怒 りに取って代るのであ

る。ギリシア軍に損害を与えることによってアキ レウスの存在理由を明示するとい うゼウスの

計画は果された。バ トロクロスまでもが失われたのだ。だがそのバ トロクロスの死が新たな展

開を呼び起 した。アキ レウスの屈辱を雪 ぐこと(ゼ ウスの計画)が アキ レウスの心に多大な悲

しみ(バ トロクロスの死)を 引き起すことになり、ひいてはそれが彼に出陣を促すことになる。

事態は一転 してギリシア軍の劣勢から トロイアの滅亡へと向か う。

ただここで、アキ レウスが古い怒 りを忘れ新 しい怒 りに駆られてヘ クトルへの復讐を口にす

る場で、また実際の行動面でも以前のサボタージュから戦線へ復帰するときに当って、その確

たる理由が何であるかは告げられていない。先にブリセイスを奪われ戦場を離脱 した際には、

アキ レウスの行動またその精神状況は 〈名誉〉とい う価値観で説明された。 しか しこの新 しい

展開の場ではその行動原理は明らかにされていない。ただ 「最愛の友を討った仇、ヘ クトルを

求めて出陣する」(第18歌ll4～15行)と 言われているだけである9)。愛する者であると同時に

英雄の証 γξραgで もあるブ リセイスを奪われたとき、アキ レウスはその辱めを雪 ぐべ くア

ガメムノンを殺害 しようとした。 しか しそれはアテナ女神に阻止され、彼の怒 りは屈折された

形で戦場離脱とい う結果に終らざるを得なかった。但 し雪辱の思いはテティスを介 してゼウス

の計画へと向かい、間接的に果されることになる。同様に愛する者バ トロクロス(これは γξραg

ではない)を 奪われたアキ レウスは、今度はその悲 しみと怒 りをヘ クトルを艶すこと(復 讐)

によって解消 しようとする。そこにはもう英雄的行動であることを強調するものはない10)。彼

を して奮起させるものは衝動的で一途な復讐心、新たなる怒 りである。その一途さは、出撃前

にまず腹ごしらえをと勧めるオデュッセウスに対 して、「(報復を済ますまでは)酒 も飯もとて

もわた しの咽喉を通るものではない、戦友が死んだのだから」(第19歌210行)と 答えるところ

によく表わされていよう。さらに第19歌 の末尾では、出撃に際 し彼の名馬 クサン トスが真近か

に迫る死を予言するが、それ もアキ レウスの逸る心を抑えることはできない。「わたしが父母

から離れたこの地で果てる運命にあることは、自分でよく承知 している。とはいえ トロイア勢

に嫌とい うほど戦いの苦汁を味わせるまでは、わた しはやめぬぞ」(第19歌421～22行)と い う

一81一



丹 下 和 彦

のがその答である。

このような彼の激烈な復讐心の前にはかつてのアガメムノンに対する怒 りも忘れられて しま

う。いやむしろ己が腹を立てたことすら後悔の対象になるのである、「あの女(ブ リセイス)

などはむ しろ、わた しが リュルネンスを陥 して自分のものに したその日に船の上で、アルテミ

スが射殺 して下さったらよかった。さすればあれほど多数のアカイア人が敵の手にかかって、

涯 しない大地の土を噛む仕儀にはならなかったろう、それもみなわた しが腹を立てたのが因な

のだから」(第19歌59～62行)と 。

これはどうい うことなのか。英雄 の勲功の具体的な証である γξραg、しか も 「最愛の妻

θひμαρ於 ぬOzog」(第9歌336行)と 呼ばれるブリセイスをアガメムノンに奪われて腹を立

てたあのアキ レウスはこのアキ レウスと別人なのか。腹立ちのあまり戦場を離脱 し、母テティ

スに懇願 してゼウスの力でギリシア軍に損害を与えせ しめたのは、自ら欲 してのことではなか

ったのか。それをいまになって悔やむとは。この矛盾 したアキ レウス像はどう解釈されようか。

それもこれも皆バ トロクロスの死ゆえである。それは事態を一変させた。しかしこれは γξραg

に象徴される英雄としてのあ り方を全面的に否定するものではないであろう。いまの怒 りが以

前の怒 りを消 し去ろうとしているかに見える。これはいまの怒 りがいかに大きなものであるか、

そ してまた英雄のあ り方を限定する γξραgと か恥a'δ 雌 名誉 τご吻 といった概念をと

び越えた恣意的な、きわめて個人的な激情であることを示すものに外なるまい。なるほどアキ

レウスは以前自分が腹を立てたことでギリシアの兵士が多数艶れたことに後悔の念を示 した。

そ していま出撃に当って、「さればあなたは早速、髪長きアカイア勢を戦いに奮起 させていた

だきたい」(第19歌68～69行)と アガメムノンに要請する。一見するといかにも劣勢のギ リシ

ア軍のために出陣するかに思われる。だが真実は彼自身のため、己の私怨を晴らすためである。

彼の心にはいまヘ クトルを艶 してバ トロクロスの仇を討つこと以外に何もない。ヘ クトルを艶

すことは トロイアの滅亡につながるが、いまの彼にはそこまでの配慮もまたないと言ってよい。

親友の死とい う個人的な体験によって前言を翻 し、英雄としてのあ り方も等閑に付す。この

点で彼は利己主義的である。建前よりも己の感情を優先させるとい う、そ うい う瞬間もあると

い う点で。それは頑是ないともいえるし、純粋であるともいい得よう。ここに英雄アキ レウス

のアキ レウスらしさがある11)。

そもそもアキ レウスは共同体への帰属意識が薄い男である。自らの名誉を優先させて戦場を

離脱する姿勢からしてそ うである(そ れが英雄の英雄たるゆえんではあるのだが)。彼は ミュ

ル ミドン勢50艘 の船団を率いてこの トロイア戦争に参加 した族長であるが、その輩下の者たち

との関係はいま一つ明瞭に描かれていない。また彼にはその行動を規制する家庭とい うものが

ない。いやそ う断言 してよいほどその影は薄い。もちろんアキ レウスにも妻子がある。妻はス

キ ュロスの王 リュコメデスの娘デイダメイアで、二人の間に生れたのがネオプ トレモスである。
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しか し詩篇中でこの一家に触れた箇所はない。わずかに言及されているのが2ヶ 所あるだけで

ある12)。父ペ レウスは遠い故国にあ り、母テテ ィスは女神である。女神の母親が人間の息子と

人間界のしがらみの原点である家庭を構成するわけがない。ブリセイスは戦場妻たる存在にす

ぎなかった。アキ レウスを取 りまく近 しい者たちは、いないわけではないが、いずれも近 しい

者とい う以上の存在ではない。すべてアキ レウスの行動を規制 し縛る方向で彼と接することは

ない。む しろその存在自体がアキ レウスの奔放な行動を容認 し助長する媒体として詩篇中に登

場 して くるのである13)。家庭にも属さず社会的制約からも自由なアキ レウスは、ある意味で真

の英雄たる条件を備えている。若 さと力と情熱 とを何の規制もなく十全に発揮できるからである。

個人主義者アキ レウスは言 う、「わた しが死ぬ運命については、ゼウスや他の神 々がそれを

果そ うとなさる時には甘ん じて受けるつもり、〈略〉今のわたしは華々しい手柄 κλξ侭 加 一

θλ0りを挙げることを願 うばか り」(第18歌ll5～21行)と 。バ トロクロスの復讐 も、英雄 と

して名を挙げるための絶好の機会となった感がある。友の死も己の栄誉の糧となる。復讐と名

誉、双方を願 う気持がいまアキ レウスの心の中に共存 している。 しか しアキ レウスにはそのこ

とについて何の屈託もない。英雄とは死を賭 して(契 機となるものが何であれ)自 分一個の名

声を追 う存在の謂である。そ してアキ レウスは正 しく英雄と呼べる存在であった。

3.ヘ ク トル、浮世の しが らみ

『イ リアス』とい う詩篇がアキ レウスの怒 りを主題としていることは、開巻壁頭の1行 から

明らかである。そ してその怒 りは最初アガメムノンに対 してのものであったのが、途中で敵将

ヘ クトルに対するものに変 り、ヘ クトルの死をもって終息する。同時に詩篇そのものも結末を

迎える。ここでは詩篇の後半でアキ レウスの怒 りの対象となるヘ クトルの人物像を考察する。

ホメロスは彼をどんな姿に描いているであろうか。

その詳細が告げられるのは第6歌 である。豪勇ディオメデスらの奮闘のため トロイア軍は苦

戦に陥る。ヘ クトルは予言者ヘ レノスの進言を容れて一時戦列を離れ、アテナ女神に救援を祈

願するため城市へ戻る。館まで帰ってきた彼は母親ヘカベに出会 う。戦闘の疲れを癒す酒を勧

める母の手を制 し、アテナの神殿に代参を頼む。次いで弟パ リスの邸へ赴き、城内に居残って

いた弟を前線に出よと叱咤する。パ リスと共にいたヘ レネが暫時休息するようにと座を勧める

のも断って、妻子に会いに己の屋敷へと歩を運ぶ。 しか し妻アン ドロマケは トロイア方の苦戦

を聞いて不安を覚え、城壁の大櫓まで出掛けて留守である。急いで取って返すヘ クトルがスカ

イア門まで達すると、そこへ妻が幼児アステユアナクスを抱いた侍女一人を連れて駆け寄って

くる。夫の身を案 じて家をとび出した妻、妻子に会いに帰ってきた夫、行き違った夫婦が路上

で偶然に出くわす。この些か手の込んだ邊遁は、もちろん作者の手管の一つである。そ してこ
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の甘美な再会は、さし迫る破滅の前であるだけによけいにその甘美さを増す。戦時の喧燥をよ

そに、細やかながら微笑ましい一小家庭の集いがここに現出する。 しか しこの甘美な再会の場

には、また忍び くる不吉な運命への予感と不安が影を落 している。

アン ドロマケは言 う、「あなたはひどい方、その勇気 μξりogが あなたの命取 りになるかも

知れぬとい うのに、幼い坊やのことも、やがてあなたに先立たれて独 り身になる不運なわた し

のことも憐れんでは下さらぬ。間もなくアカイア軍が一斉に押 し寄せて来て、あなたのお命を

奪 うでしょうに」(第6歌407～10行)と 。またすでに父母兄弟を亡 くしている彼女は、「あな

たはわた しにとって父であ り母であ り、また兄であるとともに、あなたはわた しの頼もしい夫

なのです。どうか哀れと思ってこのままこの櫓に残 り、子を孤児に、妻を寡婦の身にはなさら

ないで下さい」(第6歌429～32行)と 懇願する。この再会の場に不吉な影を落す死の予感は、

ヘ クトル自身もすでに表明しているところである。先のパ リス ・ヘ レネ夫婦との対話の際、座

を勧めるヘ レネに向かって彼が口に した言葉、「〈略〉わた しはこれから家に帰 り屋敷の者ども、

それに妻と幼い埣に会いにゆ くところなのだ。もう一度会いに帰って来てやれるかどうか判ら

ぬ し、ひ ょっとしたら神々は、わた しをアカイア人の手によって亡き者になさるかもしれぬで

な」(第6歌365～68行)が それである。

先のアキ レウスの場合も真近かな死が運命として定まっているといわれた。そのことを母神

テティスも、また当のアキ レウスも認識 していた。神の身のテティスの言 うことなのであるか

ら。その上でアキ レウスは出撃 し、テティスはその準備(武 具の調達)を 調えた。ヘ クトルら

の場合はどうか。ヘ クトルとアン ドロマケはヘ クトルの死をアキ レウスのそれほど確定的なも

のと認識 してはいないかもしれない。それはまだ漠然たる予感である。 しか し戦士たる存在は

常に死と隣 り合せにいる。この10年間、両軍を問わず戦士らは常に身近かな死を意識せざるを

得なかったであろう。第6歌 のこの場はそ うした戦士の死の意識を描 く場の典型として取 り上

げられたものと考えることもできる。

それはさておき、迫 りくる夫の死を予感 したアン ドロマケは、夫ヘ クトルにこのまま前線へ

戻らず城内に留まるよう強 く求める。アキ レウスの死を確信 し、もちろんそれを悲 しみはする

が武具を調達 してやって戦場へ送 り出したテティスとは、この点で大きく違 う。ここには神と

人間のあいだにはおそらく成立 し得ない家庭とい うものの存在が大きく作用 しているであろう。

家庭は人間が社会生活を送る上での最小の生活単位である。その家庭の崩壊を愁い、安寧を願

い、未来の幸福を求めるのは人の世の慣いである。アン ドロマケは一家庭の構成員としての立

場から発言 している。いま享受 している幸せを家長のヘ クトルが壊すことのないようにと。

ヘ クトルもこれには理解を示す。「妻 よ、今そなたがいったことは、みなわた しも考えては

いる」(第6歌441行)と 。「しか し」、 と続けて言 う、「もしわたしが臆病者 よろしく、戦場か

ら離れて尻込みするようなことになったら、 トロイアの男たちにも、裳裾曳 く女たちにも顔向
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けができぬと、心から思っているのだ。第一とてもそのようなことをする気にはなれぬ、わた

しは父上の輝か しい名誉のため、またわたし自身の名誉 κλξ侭 のためにも、常に トロイエ

勢の先陣にあって勇敢に戦えと教えられてきた」(同、443～46行)と 。

彼はやは り戦士なのである。名誉を求めて戦 う英雄なのである(彼 に付 くエ ピテ トンは"誉

れも高き φαξδ伊og"で ある)。 この点でアキ レウスと変るところはない。 しか しアキ レウ

スと大きく異なる点が2点 ある。その一つは、戦士として英雄として名誉を求める彼の行動は、

上に引いたように、そ うするよう 「教えられてきた」14)ものだとい うことである。彼は一人の

男子として、 しかも トロイアの王位の継承者として、立派な軍事的 リーダーとなるための課程

をいわば学習 したのである。アキ レウスにはおそらく先天的に備わっていたと思われる戦士と

して取るべき振舞い行動を、ヘ クトルは努力と克己心で後天的に獲得 したのである。ヘ クトル

は根っからの英雄、戦士ではない。王家の世継に生まれた宿命から帝王学を授けられ、徐々に

それを身につけていったのである15)。彼の背には常にその自らの地位に伴 う責任感が張 りつい

ている。そ して背後にいる多数の トロイア市民の期待感を感 じざるを得ない。彼は個人的な事

情にだけかかずらうことは許されていない。王国の後継者とい う公的な地位を絶えず顧慮せざ

るを得ない立場にあるのである。だからこそ愛 しい妻のたっての願いも却下せざるを得ない し、

妻子の身の上が気にはなりながらもそのためだけには振舞 うことは許されないのである。もし

そ うすれば、つまりいま前線に戻ることを放棄すれば、自軍の兵士や一般市民、女性たちから

も臆病者との烙印を押され、 リーダーとしての面 目を失い、名誉を稼すことになって しまうで

あろう。か くて彼は個人的理由よりも公的な立場を優先させ、前線に再び戻ることになる。

しか しこれでもってヘ クトルは妻子への思いを、愛 しい家族への思いを完全に断ち切ったわ

けではない。妻子への思いは残 り続ける。この家族への思いがアキ レウスと異なる第2の 点で

ある。彼は言 う、いずれ トロイアに滅びの日が訪れよう、そ してそのとき愛 しの妻は捕虜とな

って敵国へ連れゆかれ、隷従の日を送ることになろう、あれがかつての敵将の妻と指差されな

がら、 しか し 「わた しはそなたが敵に曳かれながら泣き叫ぶ声を聞 くより前に、死んで盛 り土

の下に埋められたいものだが」(第6歌464～45行)と 。愛する者の惨状を 目に した くないとい

うのは、その愛する者に対する切ないほどの愛情の表明であ り、また人間ヘ クトルとしての弱

さ、人間らしさの表明でもある。ここにわた したちは彼ヘ クトルが家族と強い絆で結ばれてい

ることを認知するのである。そ して、前線へ戻ることは家族を捨てることではない。それは結

局 トロイア防衛に、つまりは己の家族を守ることに繋るのである。

この短い邊遁の場の末尾、その重苦 しい空気を払 うかのようにヘ クトルは愛息アステユアナ

クスを抱き上げて接吻 し、ゼウス神に息子の生長と弥栄を祈願する。アン ドロマケにはすべて

を運命に任せ、これまで通 りの日常の生活、機織 りと糸紡ぎへ戻るようにと喩す。そ して自ら

は 「戦は男の仕事」と、前線へ戻って行 く。戦もしか しこの10年来 日常化 した生活の一部とな
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っていた。

しか しホメロスは、このあと館へ戻ったアン ドロマケが侍女たちとヘ クトルの帰還に絶望 し、

その身を悼む悲 しみの声をあげたと付け加えている。ヘ クトルの死は当人とその妻だけでなく、

第三者たる存在にもすでに予感されていたことがわかる16)。そ して作者はこの死を真近かに し

た戦士に家族とい う存在を付け合せた。そ してそのことによって英雄たる存在の新たな側面が

浮かび上ることになる。ここにわた したちはアキ レウスとは異なるタイプの英雄を一人見つけ

ることになる。いや英雄族なる存在の別の側面を見つけだすと言ったほ うがよいかもしれない。

ホメロスは英雄も人間の一人だとして、その人間臭い側面をこのヘ クトルに描き出したとい う

ことであろうか。

4.ヘ ク トル、 突 張 る

バ トロクロスの仇敵ヘ クトルを求めて出撃 したアキ レウスがその仇敵に出会い、両者決戦に

及ぶのは第22歌 においてである。 トロイアの軍勢は前線に復帰 したアキ レウスの阿修羅のごと

き奮戦ぶ りに圧倒され、続々と城市へ逃げ帰ってい く。城内はそれらの兵士で溢れかえるが、

ただ一人ヘ クトルだけは城内へ入らずスカイア門の前に立ち、アキ レウスを迎え撃たんとする。

その姿を見、また遥かよりアキ レウスのこなたへと馳せ来るのを認めた老王プリアモスは、城

内から息子ヘ クトルに声をかけ、決戦をやめて城内へ入るようにと説得する。次いで母ヘカベ

もまた胸をはだけて乳房を見せ、母親への情に訴えながら城内へ入るよう切願する。 しか し両

人の願いはヘ クトルには伝わらない。ヘ クトルは頑なである。ただヘ クトルの心中も揺れ動い

ている。

先にヘ クトルは、アキ レウスの戦線復帰を機に船端まで攻め込んだ トロイアの軍勢を城市へ

引き上げさせようとの僚友プリュダマスの提案を、愚案として一蹴 したことがあった(第18歌

249行 以下)。 だがその結果は裏 目と出て、いま トロイア勢はアキ レウスに追い立てられ、這々

の体で逃げ帰って来ている。いま自分もまた城内へ逃げ込めばプリュダマスが真先に各めよう。

そ して多 くの兵を失ったいまとなっては市民らにも合わせる顔がない。城内へは入ろうにも入

れないのである。これは面子の問題である。彼は英雄としての、個人としての名誉を優先させ

た。英雄としての名誉を重ん じる気持が、アキ レウスとの無謀な一騎討を選ばせたのだ。そ し

て総大将としての責務を放棄 し、籠城 しても守るべき トロイア、その市民、一族、家族の運命

を閑却 したのである17)。彼 もまたアキ レウスと同様、英雄族の一人であったのだ。ただこのと

きヘ クトルは、まさにヘ クトルに しか考えられないようなことを考える。アキ レウスと交渉 し、

10年戦争の因となったヘ レネを財宝ともども返却 し、かつ トロイアの城市のもつ財宝をも二分

してその一半をギリシア方に提供することによって、この戦争を終結させようとい うものであ
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る(第22歌lll～21行)。 しか しす ぐに彼は思い返す。アキ レウスがこれを受け容れるわけがな

いと。それでも彼は一応は交渉の可能性を考えるのである。結局対決は必然である。か くて彼

はアキ レウスを迎え撃つ。

しか し迫 り来るアキ レウスの姿を 目にするやヘ クトルは恐怖に襲われ、突然逃げ出す。それ

を追 うアキ レウス。両者そのまま城壁の周 りを3周 する。そこへ突如ヘ クトルの弟デイポボス

が援軍として現われ、兄ヘ クトルを決戦へと促す。 しか しデイポボスと見えたは女神アテナの

化身であった。女神に謀られたヘ クトルはそれと知らず、意を決 してアキ レウスとの一騎討に

臨む。そ してこのときヘ クトルはアキ レウスにある申し入れをする。いずれが勝つにせよ、勝

った方は相手の武具は剥ぎ取っても屍の方は味方の者へ返却することを、神を証人として取 り

決めようではないか(第22歌255行)と いうのである18)。

この申し入れをアキ レウスは拒否する、「憎みても余 りあるヘク トルよ、わた しに向かって

取 り決め σ膨 ημoσのαgな どとふざけたことをい うでない。獅子と人間との間に堅い誓いな

どある筈がなく、また狼と仔羊とが心を通わせることはなく、常に互いに悪意を抱いているの

だ。それと同じく、わた しとおぬ しとが親密になるなどあ り得ぬ し、どちらかが倒れて、頑丈

な革の楯持つ軍神を血に飽かす までは、われらの間に誓いなど立てられるものでもない」(第

22歌261～67行)と 。ここに見 られる 「取 り決め σ腸 ημoσ6りη」なる語は、『イ リアス』全24

歌中ただここ一箇所に しか出てこない語である19)。とい うことは、この語のもつ概念も詩篇全

体の中でたいへんに珍 しいものであるとい うことができよう。先にヘ クトルが口に した取 り決

めなる語dρ μ6㍑αご(第22歌255行)も 全篇で唯一使用された語であった(註18参 照)。 争い

事と取 り決め(協 定と言い直 してよいもの)は 、元来相反するものである。取 り決めが破れる

からこそ、また取 り決めが不可能となるからこそ争いが生ずるのである。一方また人間は争い

事に無制限の暴力と無秩序を許さぬために一定の取 り決めを設けようとする。 しか しそれも取

り決めを行 う両者が理性ある存在であることが前提である。いまアキ レウスは自分をそのよう

な理性ある存在とは思っていない。彼はヘ クトルとの彼我の関係を人間と獅子、仔羊と狼との

関係と捉える。この両者間にはいかなる種類のものであれ、取 り決めが成立するはずがない。

アキ レウスが自らを獅子、狼に擬するのは相手への怒 りと憎 しみのせいである。バ トロクロス

を殺されたためによる悲憤と、殺害者ヘ クトルへの怒 りと憎悪は人間理性を忘却させ、眠って

いた獣性を覚醒せ しめたのである。 しか しヘ クトルの取 り決め提案に対するこの拒絶は一時の

激怒のせいばか りではないかもしれない。元来彼は社会生活に不適合な性格であった。いや言

い方を換えよう、篇中彼は社会生活や家庭生活とは距離を置いた存在であるように描かれてい

ると。彼は常に個として発想 し、個として行動 している。対人関係は自らの利害(精 神的にも

物理的にも)で もって量られる。ブリセイスの件も、彼女への愛情のためとい うよりはむ しろ

己の面子を潰されたから怒るのである20)。バ トロクロスの件では親友の死への悲憤が専ら強調
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されているが、そこにはまた貸与 した武具喪失による屈辱感もあることが看過されてはならな

いだろう。こうした個人主義者アキ レウスが理性ある人間同士、社会生活を営む者同士の間で

のみ成立 しうる取 り決めに意を用いるはずがないのは当然のことである。この個人主義的傾向

は彼の個性に帰せられるものであろうか。それとも一つの種の通癖であって、彼はその代表者

なのであろうか。

ヘ クトルの取 り決めの提案はアキ レウスに対する畏怖の情のなせるものである。この期に及

んでのこの行為は怯儒と評されても仕方ないものである。 しか し彼がこの種の申し入れをする

のは、これが初めてではない。同じような申し入れを彼はギリシア軍相手に行なっているので

ある(第3歌84～94行)。 それは、戦争の直接的当事者であるパ リスとメネラオスがヘ レネの

身柄と トロイアの全財産を賭けて一騎討を し、勝者がそれを得、それでもって戦争を終えるこ

とに してはどうかとい うものである。メネラオスもこれに同意 し、二人は雌雄を決することに

なる。戦闘に倦んだ両軍の兵士らもこの一時休戦を歓迎する21)。対決はメネラオスの優勢のう

ちに推移するが、女神アプロディテの介入によってパ リスは辛 うじて危機を脱 し、結局結着の

つかぬまま終 ることになる。そ して休戦の誓約 δρκごα は、これまた女神アテナの使吸によ

りパン ダロスがメネラオス目がけて矢を射込んだのをきっかけに破られて しまう。

この二度にわたるヘ クトルの提案は彼の人物像の一端を垣間見させて くれる。彼は有能な戦

士であ りながら、 しかも戦争の最中であ りながら戦争の終結、その平和的解決を志向している

かに見える。10年 に渉る戦争の一方の当事者を平和主義者と呼ぶのはAか られる。 しか し彼は

機会があればそれを捉えて、長び く戦争を終らせる方向に力を尽すことを厭わない。それは彼

が常に自分の背後に家族、一族また トロイアの市民の存在を意識 しているからに外ならない。

彼が一面で己一身の名誉を追求する戦士であることは明白な事実である。反面彼は トロイア市

民の安寧を心がける為政者でもある。多数の安寧を第一に考えるとき怯儒となるもやむをえな

い。ヘ レネ誘拐の償いを求めて攻め寄せたギリシア軍とちがって、彼には戦 うための大義名分

が稀薄である。辛 うじて祖国防衛が戦争 目的となるだけである。ゆえにそこでは個人的名誉の

追求は二の次にならざるをえない。この点で彼はまたアキ レウスとは全 く状況を異にするので

ある。

最初の提案(第3歌 の休戦協定)は ギリシア側にも受諾され、休戦が実現 した。二度 目の提

案(第22歌 のそれ)は はなから拒絶される。結果ヘ クトルの怯儒ばか りが浮き彫 りにされたか

に見える。 しか し彼の態度振舞いを怯儒であるとみなすとしても、その怯儒は人間が社会生活

を送ってい く上でのルールの大切さを明示するものともなるのではなかろうか。怯儒な人間は

怯儒であるからこそ、社会生活を脅かすさまざまな事象に対処すべきルールを設ける。戦争と

い う日常生活の中の暴力を予防 しあるいは抑制するための措置、休戦の誓約 δρκごα とか取

り決め σ膨ημ0σ帥 η とかい うものがそれである22)。取 り決めの申し入れは怯儒であるから
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こそできるのである。怯儒でないアキ レウスはこれを拒絶するが、そのことによって逆にアキ

レウスの蛮勇が、あらゆる人間生活の中のルールに背を向けるその未開性が浮き彫 りになって

くるのである。

未開の族長の息子アキ レウス。人間的絆を絶ち切 り、共同体の枠内に留まることを拒否 し、

自分一個の価値観、名誉のみを重視する戦士。まさに彼は英雄族の代表である。一方ヘ クトル

は、戦士であ りながらその人間的側面にその描写の比重が置かれている。彼には常に共同体が

ついてまわる。家族、一族、市民、共同体 それ ら抜きでは彼は存立 しえない。「ヘク トル

は都市国家の世界、己れの土地と権利を守る共同社会の先ぶれである」とボナールは言 う(上

掲書、76頁)。 怯儒な戦士とは市民の謂である。怯儒な英雄ヘク トルは未開の族長の息子、勇

敢なる英雄アキ レウスによって艶される。 しか しヘ クトルは最後の瞬間に トロイアを、自らの

属する共同体を裏切った。城内へ入って祖国防衛を画策せず、無謀なアキ レウスとの一騎討を

選んだのであった。彼もまた最後は英雄としての個人主義に殉 じたのである。ただ彼は艶され

つつも来るべき市民社会の到来を予告することになる。勝者アキ レウスは勝利 しつつその存在

の古色蒼然たる様を提示することになる。そ してその死もまた近い。英雄族は滅びの種族なの

である。

おわりに

アキ レウスは古い滅びゆ く英雄族を標徴 し、ヘ クトルは英雄族に属する者であ りながら、新

しい来るべき市民を、その一端を標徴する。 しか しこれはそれぞれ独立 した二つのタイプ、二

人の戦士の姿ではなくて、一人の戦士のそれぞれ相異なる二面にすぎないのではなかろうか。

アキ レウスも実は人間臭い側面を全 く見せないわけではない。第24歌 、プリアモス老王が息子

ヘ クトルの遺体貰い受けにアキ レウスの陣屋を訪れる段で、遺体返還を懇請する際引合いに出

すのはアキ レウスの父ペ レウスである、「姿神 々にも似たアキ レウスよ、御尊父のことを想っ

ていただきたい、年の頃はわた しほど、厭わ しい老いの閾に立っておられる御尊父のことを」

(第22歌486～87行)、 また 「どうかアキ レウスよ、神々を揮るとともに、御尊父のことを思い

起 して、このわた しを憐れんでいただきたい」(同、503～04行)と 。これを聞いてアキ レウス

は父ペ レウスのことを思い出し、息子に先立たれる運命にあるその身を思いやってさめざめと

泣き、ついにプリアモスの願いを聞き容れるに至る。それまで彼の身の内外を支配 していた激

しい怒 りはようや く終息するのである23)。それは彼にも決 して欠如 していなかった人間らしさ

が立ち戻ってきたことを意味する。

アキ レウスは根っからの戦士である。 しか し人間的側面が皆無であったわけではない。ヘ ク

トルも戦士である。 しか し彼の持ち味ははその人間臭さにあった。英雄的強さよりも人間的弱
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さにあった。作者ホメロスはアキ レウスをそのように描き、ヘ クトルをこのように描いた。だ

がこれは二人の戦士を二様に描き分けたとい うよりも、一人の戦士のもつ二つの相貌をそれぞ

れアキ レウスとヘ クトルに代表させて描いたと言 うべきではあるまいか。戦場において専ら名

誉のみを追求する非 日常的側面をアキ レウスに、戦場にあっても常に家族や市民を背後に控え、

その存在を意識せざるをえない 日常的側面をヘ クトルに代表させて描いたのではあるまいか。

ヘ クトルに しても、もし攻守ところを代えて トロイア軍がギリシアへ攻め込んだとすれば、ち

ょうどアキ レウスのように非 日常的英雄精神を発揮 していたことであろう。そ してアキ レウス

は祖国防衛の戦いの中でさまざまな日常的 しがらみに苦 しまなければならなかったであろう。

二人の対決はアキ レウスの勝利に終る。未開の族長の息子の蛮勇が怯儒な、それでいて理性

的な市民代表を圧倒 したのである。だがアキ レウスとていずれ死なねばならない。それは篇中

に何度も予告されている。相手方の大将を艶 しトロイア戦争における軍功第一の名声を得て、

アキ レウスは退場 してい くのである。この英雄族の代表の名誉ある退場を描 くことこそが、作

者の目的ではなかったろうか。第1歌 冒頭に告げられたアキ レウスの怒 りは全24歌 を経ていま

ようや く終息するが、それこそが名誉を第一とする英雄族の光と影の物語であったのである。

しか し作者が描こうとしたものは英雄族の滅びだけではない。ホメロスはアキ レウスに対 して

ヘ クトルを配 した。ヘ クトルは敗者である。彼もまた最後は英雄として死んだ。 しか し彼は敗

れつつも来るべき新 しい時代相を予告 したように思われる。共同体の中で生き、生かされる人

間像がそれである。アキ レウスを滅びゆ く種族の代表とするなら、ヘ クトルは同じく滅びゆ く

英雄族が属 しながら、同時に来るべき市民社会を担 う人物、いやその先触れであるといえるの

である。

「イ リオスの歌」はアキ レウス讃歌ではない。讃歌とみえつつ、実は挽歌なのである。作者

ホメロスは暗黒時代の明ける前8世 紀半ばにあって、古い英雄伝説の主人公のアキ レウス的側

面を嘆賞 しつつ歌い送 り、人間味豊かなヘ クトル的側面を新たな時代の招来のしるしとしてそ

こに歌い添えたのである。「詩人はなぜアキ レウスの怒 りを トロイア戦争全体 と関連させて

『イ リオスの歌』として語 ったのかとい う疑問」(岡 、上掲書、48頁)へ の回答はみつかった

ろうか。わた したちはこう言えるのではないか。 トロイア戦争の物語をまず英雄族の滅びの物

語として捉え描 くこと、それが作者ホメロスがアキ レウス立腹のエ ピンー ドを詩篇のテーマに

選んだ理由であると。
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註

1.テ クス ト上 で は 吻 塀 り とい う対 格 形(Nヲ リごり,,aご δε・θε認・Hη ληご丘δεω'Aご λ5ヲOl)。 な お 、

訳 文 は 松 平 千 秋 訳(岩 波 文 庫)を 借 用 させ て い た だ く(以 下 同)。

2.第2歌134行 以 下 を参 照 。 「大 神 ゼ ウス の 廻 らせ 給 う年 もす でに 九 つ を数 え 、軍 船 の 船板 は腐 り、 綱 具

も朽 ち 落 ち た 」 とあ る。

3.ア リス トテ レス 『詩 学 』1459a30。 訳 は 岩 波 文 庫 「ア リス トテ レー ス 『詩 学 』 ホ ラー テ ィ ウス 『詩 篇 』」

(松 本 仁 助 ・岡 道 男 訳)に 拠 る。 また この 項 に 付 け られ た 註(203頁)を 参 照 。

岡 は こ の ア リス トテ レス の主 張す る と ころ に 添 う形 で、 しか も トロイ ア戦 争 とい う全 体構 造 と アキ

レウ スの 怒 り とい うエ ピン ー ドとの 間 に 対 比 的 相 関 関 係 の あ る こ とを指 摘 しつ つ 、 そ の 『イ リア ス』

論 を 展 開 して い る(岡 道 男rホ メ ロス に お け る伝 統 の 継 承 と創 造 』 第3章rイ リア ス 』 と アキ レ ウ ス

の 怒 り ヘ レネ、 ク リ ュセ イ ス 、 ブ リセ イ ス 、 創 文 社 、1988年 、45～73頁)。 岡 は 言 う、 「ク リ

ュセ イ スを め ぐる事 件 は 、王 の驕 り、 神 と人 間 の 怒 り、 和 解 に お い て、 ブ リセ イ ス を め ぐ る事 件 す な

わ ち 『イ リア ス』 全 体 を いわ ば縮 小 した 形 で 反 映 す る。 同様 に ク リ ュセ イ ス とブ リセ イ ス を め ぐ る葛

藤(rイ リア ス 』)は 、 人 間 の,.az、 神 と人 間 の 怒 り、 都 の滅 亡(ヘ ク トル の 死)に お い て 、 ヘ レネ

誘 拐 の 物 語 す なわ ち トロイ ア戦 争 の物 語 を縮 小 した 形 で反 映 す る。 こ の よ うに全 体 を 、 た ん に 網 羅 的

に(例 え ば 年 代 記 の ご と く)捉 え るの で は な く、 あ る限 られ た 部 分 に集 中 ・投 射 す る形 で把 握 ・描 出

す る こ と そ の結 果 全 体 は そ の 多様 性 の ゆ え に 錯 雑 した 姿 に 陥 る こ とな く、 か え って 見 通 しの よ く

き くも の(ε δσ脾6π τoの とな る そ れ は 当時 の叙 事 詩 人 に独 特 な 、 事 象 の把 握 の 仕 方 を示 す も

の とい え よ う。 これ は上 に見 た ご と くエ ピン ー ドの 技 法 の発 展 ・拡 大 の過 程 に お い て 生 み 出 され た と

推 測 され る 」(70～71頁)と 。 こ こ に は ア キ レウ ス の怒 りとい う1エ ピン ー ドと 「イ リオ ス の歌 」 と

い う題 目の表 示 す る トロイ ア戦 争 全 体 との パ ラ レル な 関 係 そ の も の は過 不 足 な く捉 え られ て い る。 し

か しそ れ は 技 法 の問 題 で あ っ て 、 トロイ ア 戦 争 全 体 を 歌 うのに 、 す なわ ち詩 篇 は 「イ リオ ス の 歌 」 と

題 され て い る の に なぜ ア キ レ ウス の 怒 りとい うエ ピン ー ドが 取 り上 げ られ て い る か とい うエ ピン ー ド

選 択 の 意 図 、 つ ま りは作 歌 の本 質 に 関 わ る 問 題 の 説 明 は な され て い な い。 トロイ ア 戦争 全 体 か ら1部

分 だ け を 取 り上 げ た ホ メ ロス は 神技 の詩 人 とい う ア リス トテ レス の言 は 確 か に一 面 の真 理 を つ い て い

るが 、 な ぜ そ の部 分(エ ピン ー ド)が アキ レ ウス の 怒 りで あ っ て他 の も の で な い の か とい う問 い の 答

に は な っ て い な い。 岡が 掲 げ た 「詩 人 は なぜ アキ レウ スの 怒 りを トロイ ア戦 争 全 体 と関 連 させ てrイ

リオ スの 歌 』 と して 語 った の か とい う疑 問 」(岡 、 同 書 、48頁)は 残 り続 け るの で あ る。

4.作 者 ホ メ ロス は 主 題 とな る エ ピン ー ドを 選 択 す る こ とが で きた 。 そ し て そ う した の で あ る。Cf.P.

Mazon,IntroductionaL'ZliadEParis,1959,p.145～146.

5.こ このTCFI;は"具 体 的 な補 償 、 代 償"の 意 。Cf.W.Leaf&M.A.Bayfield,TheIliadofHome

vol.1,Macmillan,1962,ad1.159.ま た 第3歌286行 参 照 。

6.実 際 に ブ リセ イ ス を ア ガ メム ノ ンに奪 わ れ るの は この 台 詞 の あ と で あ る。 ブ リセ イ ス を奪 い取 る と公
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丹 下 和 彦

言されたアキ レウスは思わず刀の柄に手をかけるが、アテナ女神に止められる(第1歌188行 以下)。

7.こ の 「ゼウスの計画」が どこで終 るのかとい う問題がある。第15歌64～71行 の真偽問題も含めて種々

議論がある。川島は第24歌 のアキレウス ・プリアモス和解の場まで続 くとし(川 島重成rrイ リアス』

ギ リシア英雄叙事詩の世界」岩波セ ミナーブックス37、 岩波書店、1991年)、 岡は詩篇rイ リアス』

を超えて近い将来に起るはずのアキ レウスの死とトロイア陥落にまで及ぶ とみなす(上 掲書、64頁)。

私見では、ヘクトル鷹下の トロイア勢がギ リシア軍の船陣まで攻め込み、船に火を放つところまでと

してよかろうと思われる。「つまりはアカイア勢が俸を大切に扱い、然るべ き償いを して名誉を回復

するまで、 トロイエ方に力を与えてやっていただきたいのです」(第1歌509～10行)と テテ ィスはゼ

ウスに請願している。

8.こ の箇所は原文では先の第18歌112～13行 と全 く同文である。formulaの 一 例であるが、 この繰 り返

しにアキ レウスの意志の固さが良 く出ているともいえる。

9.こ こでわた したちは岡の言 う対比の論理を思い出すべきかもしれない。愛する者を奪われて怒 り、そ

の補償を求めるという行動パターンは、ヘレネを奪われ トロイア戦争を起 したメネラオス、ブリセイ

スを奪われて戦場を離脱 したアキレウス、そしてバ トロクロスを殺されて戦場に復帰するアキレウス

に、それぞれ明白な相似関係をもって認められるとい うわけである(上 掲書、67頁)。

しか しこれは対比関係を適用 した類推にすぎないともいえるのではないか。一応は愛する者を剥奪

されたことへの怒 りという括 りでこの三者は捉えることができるけれ ども、アキレウスにとってバ ト

ロクロスとブリセイスのもつ比重はやは り違 うのである。それは量的な違いというより質的な違いで

ある。いや量的なものが昂 じて質的なものに変化 した とい うべきであろうか。バ トロクロスは γξ一

paで はないのであるから。アキレウスが二度目に怒るとき以前の怒 り(ブ リセイスに関わるそれ)

を全 く否定し去るところにそれはよく表われている。

バ トロクロスのもつ意味はヘレネのそれともまた違 う。ヘ レネの場合は神聖な結婚の誓約への侵害

であるが、バ トロクロスにはそれに相当するものはない。

10.バ トロクロスに貸与 した武具をヘクトルに奪われたことはアキレウスにとって屈辱(戦 士 としての名

誉を稜される行為)で あるといえるかもしれないが、これは彼の奮起の主原因とはな り得ていない。

11.ア キ レウスは、元来 自分は トロイア人に何かの恨みがあるわけではない、ヘレネ誘拐の件でメネラオ

スのために出征 したにすぎないという言い方をしている(第1歌148行 以下)。 このことは、損害(妻

女の拉致)の 補償 τごμラ を求める行為は戦士たち相互に共通の認識であったことを窺わせる。

12.第19歌327行 、第24歌467行 がそれである。前者は後世の挿入であろ う、後者 も疑わ しいとLeaf&

Bayfieldは 言 う。Cf.Leaf&Bayfield,o少6∫ ちad19.326.Ameis/Henzeも この1行(19.327)は 、す

でにアレクサ ンドリア期のア リス トパネス、アリスタルコスが後世の挿入 として排除していることを

あげて、疑わ しいとしている。Cf.K.F.Ameis/C.Henze,Homersllia,Leipzig,1896,ad19.327.い

ずれにせよホメロスはアキレウスを家庭という絆から切り離された存在として描いているように思われる。

13.も ち ろんテティスもアキレウスの出陣を喜ぶわけではない。 しか し肉親 としての情に訴えて無用に引

きとめることは しない。アキレウスが短命であることを承知 しながら新 しい武具の調達を手配するの
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英雄の死

で あ る。 この 点 は ヘ ク トル とヘ カベ あ るい は ア ン ドロ マ ケ との 関 係 とは 少 々事 情 を 異 に す る。

14.原 文 で は μ詔oり(学 ん だ)と い う能 動 形 で 表 示 され て い る。Cf.W.Schadewaldt,TropHomer既1'

%%4恥7々,Stuttgart,1965,S.220.

15.ボ ナ ー ル もヘ ク トル の 勇気 は 理 性 に も とつ く勇 気 、 生 来 の 性 質 を 克 服 して得 た 勇 気 だ と言 う。A.ボ

ナ ールrギ リシ ア文 明 史 』1、 岡 道 男 ・田中 千 春 訳 、 人 文 書 院 、1973年 、68～70頁 参 照 。

16.但 しこ の第6歌 の別 離 の場 が そ の ま ま夫 婦 の 今 生 の 別 れ とな った わ け で は な い 。 この あ と もヘ ク トル

は 城 市 へ 帰 参 して い る こ とは第7歌310行 、 同429行 か ら知 られ る。 た だ そ の と き彼 が また 妻 子 と会 っ

た か 否 か は わ か ら な い(明 示 さ れ て い な い)し 、 また 会 っ て い て も い な くて も、 そ れ は そ れ で か まわ

な い で あ ろ う。 第6歌 で描 か れ た よ うな 別 れ は 戦 時 中 の10年 間 常 に あ り得 た わ け で 、 そ れ が 偶 々第6

歌 で 取 り上 げ られ て別 離 の典 型 的 光 景 と され た に す ぎ な い。 第7歌 の帰 還 の条 を 「古 い分 析 派 の 流 儀

で 矛 盾 と して難 ず る必 要 は な い 」(松 平 千 秋 訳 『イ リア ス』 上 、 岩 波 文 庫 、 注 、416頁)と い うの は 当

って い る。 またW.Schadewaldt,HektorinderIlias,In:」 脆1嬬 鰯4」%ヵ67∫6%,1,Z負rich,1970,S.21ff.

参 照 。

17.こ の点 に関 しては 中 山 に鋭 い指 摘 が あ る。 中 山恒 夫 「東 洋 か ら西 洋 ヘ ウ ェル ギ リウ スの 場 合 」

r地 中 海 学 研 究 』1、 地 中 海 学 会 、1978年 、14頁 参 照 。

18.こ こで 使 わ れ て い る"取 り決 め"な る語 の 原 語 は 如 μ6塀 αご で あ る 。 こ の語 は 『イ リア ス 』 で は

こ こ一 箇 所 しか 使 用 例 が な い 。

19.但 し類 縁 語 の σ卯 功 μご が"取 り決 め る"の 意 で 第13歌381行(σ 脾@ε θα)に 使 用 され て い る。

20.ア キ レウ ス は ブ リセ イ ス の こ とを"最 愛 の 妻 θ卿 αρ於 ぬOzog(9.336)"と 言 って は い る。 しか し

彼 の 怒 りの 因 は γξρ鮒 を 奪 わ れ た こ とへ の 屈 辱 感 に よ るほ うが 大 き い と言 わ ね ば な ら な い で あ ろ

う。

21.こ の 提 案 の実 際 の主 は パ リス で あ るが 、 そ れ を 総 大 将 ヘ ク トル が 両 軍 の前 で公 言す る役 を 引 き受 け て

い る。 こ の とき ア キ レ ウス は戦 線離 脱 して 現 場 に 不 在 で あ る。 も しいた と した ら この 休 戦協 定 に 反 対

した で あ ろ うか 。 彼 を獅 子 に し狼 に す るバ トロ ク ロ ス の死 は 、 こ の時 点 で は ま だ現 実 とは な って い な

い 。

22.ヘ ク トル が ア キ レ ウス に対 して 申 し入 れ た この 取 り決 め を 、 ボ ナ ー ル は初 歩 的 な形 で は あ るが 国 際 法

の 原 理 に 外 な らな い と断 言 して い る(上 掲 書 、73頁 参 照)。

23.〈 ア キ レ ウ ス の怒 り〉 が ど こ ま で持 続 す る もの か と い う問 題 に つ い て は 、川 島 も こ の プ リア モ ス との

和 解 で もっ て終 息 す る と して い る(上 掲 書 、59頁 以 下 参 照)。 岡 の 主 張 の よ うに くゼ ウ ス の計 画 〉 と

厳 密 に 照 応 させ て 詩 篇 の 外 まで は み 出 させ る必 要 は な い の で は な い か 。

(たんげ ・かずひご 外国語学部教授)
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